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各章のタイトルと順序

 ろう通訳の歴史的展開

 基礎力、言語力、文化・コミュニケーション能力

 通訳モデルと通訳方法

 言語、文化、抑圧とろう社会のコミュニティ

 ろう通訳者かろうアドボケイトか

第１編：ろう通訳−過去、現在、未来



@ 2015 Digital Edition  Deaf Interpreter Curriculum  National Consortium of Interpreter Education Centers

主要課題

 どのような知識やスキルが必要
か？

 通訳養成プログラムにある従来
のカリキュラムに加えてなぜ特
別なカリキュラムが必要なのか
？

 ろう通訳者が必要または有用な
のはどのような場合か?

 どうすれば、ろう通訳者に対す
る社会の認識を改善できるか？

第１編：ろう通訳−過去、現在、未来
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ろう通訳の始まり

 ろう者が通訳者として
の役割を果たすように
なったのはいつからか
？

 初期のろう通訳者の役
割や働きはどんなだっ
たか？

 調べよう：歴史的な転
換期

第１章：ろう通訳の歴史的展開
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ろう通訳者: 歴史の概要
 １６８３年にイギリスの植民地だったニューイングランド地方
でマシュー・プラットというろう者が、妻のサラ・プラットの清
教徒への改宗の儀式の際、彼女の手話を読み取り、教会
の長老たちのために文字として書き、長老たちの書いた文
章を手話にするという方法で通訳した(Carty, Macready & 
Sayers, 2009)。

 Forestal (2011): 伝統的に、ろう者はろうコミュニティにおい
てさまざまな翻訳や通訳をしてきた (Bauman, 2008; Stone, 
2007)。しかしろう通訳者が通訳業界において正式に通訳と
して認められたのはごく最近のことである。ろう者に最適な
情報アクセスを提供するために聴通訳者とともに仕事する
役割であると認識するようになった (Langholtz, 2004)。

第１章：ろう通訳の歴史的展開
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ろう通訳者：歴史の概要

 米国では大都市圏中心ではあるが、司法、医療、訓練・研
修、会議、演劇、教育など、様々な場面でろう通訳者が活
躍している。彼らは言語を変換する者として、音声言語や書
記英語を、ASL・国際手話またはジェスチャー形式に置き換
える仕事をしている。今では、ろう通訳者は、ろう者に通訳
する場には必ず、またASL/英語の通訳が必要な場にもい
るようになっている（Forestal, 2005)。

 ろう通訳には何世紀もの歴史がある。最古の手話の記録と
される紀元前427年ー347年以来、ろう者は互いにまた他人
のために、通訳してきた(Per Eriksson, The History of Deaf 
People)。

第１章：ろう通訳の歴史的展開



@ 2015 Digital Edition  Deaf Interpreter Curriculum  National Consortium of Interpreter Education Centers

RID Reverse Skills Certificate

（RSC＝逆通訳資格）
 RSC認定資格は何年から何年まで与えら
れていたか？

 RSC認定通訳者の役割や仕事内容につい
て述べよ。

 RSC認定資格を有する通訳者が通訳する
ことは利用者にとってどのような効果が
あったか？

 RSC認定が廃止されるに至ったいきさつ
は？

 米国のDeaf Caucus(デフ・コーカス）とはど
のような団体か？

 かつてのリレー通訳と言われていた手法は
現在なんと呼ばれているか？

第１章：ろう通訳の歴史的展開
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通訳資格化について: 歴史の概要
 RIDは1964年以来手話通訳者の全国試験と資格認定を実
施してきた。1972年から1988年までRIDは逆通訳資格
（RSC)認定を行った。その後は有資格ろう通訳者（CDI)のの
試験や資格認定を実施している。

 1980年代から2000年半ばまでは、NAD(全米ろう協会）が手
話通訳者の全国試験と資格認定を行なっていた。1993年、
RIDとNADは特別委員会を設け、その後両団体は新たな試
験と認定制度を設け、合同で実施・運営することに合意した。

 2005年に新しいNAD-RID全米通訳者資格認定（NIC)試験
の実施が始まり、それに続いてNAD-RID専門職行動規範も
新たに作られた。二つの団体は現在も協働している。

第１章：ろう通訳の歴史的展開
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RIDの実践の指針（SPP)：有
資格ろう通訳者（CDI)の利
用

 SPPに記載されている以
外にろう通訳者が行う職務
に何があるか？

 SPPではろう通訳の利用を
どのように推奨している
か？

 SPPの改善されるべき点
は何か？

第１章：ろう通訳の歴史的展開
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RID CDI（RID有資格ろう通訳者）
 ろう通訳者/聴通訳者チームの利点は何か？

 CDIが通訳を担うことは、ろう、盲ろうの通訳利用
者にとってどのように役立つか？

 ろう通訳者を目指す人、ろう通訳者として既に働
いている人に必要な専門的訓練とは何か？

 ろう通訳者の役割や機能はどのような変化を遂
げているか？

 ろう通訳者の専門性をさらに高め、専門職として
の役割を拡大するにはどうすべきか？

第１章：ろう通訳の歴史的展開



@ 2015 Digital Edition  Deaf Interpreter Curriculum  National Consortium of Interpreter Education Centers

主要課題

 ろう通訳者は自分自身について学ぶため
に、自分の成長期の経験をどう評価し活
用するか？

 どのように基礎力はそれぞれのろう通訳
者がろう通訳者として仕事ができるように
準備するか？

 どのようなろう通訳のスキルが基礎力に
支えられているか？

第２章：基礎力、言語力、文化・コミュ
ニケーション能力
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ろう通訳者
 四つの重要なスキルとは何か？

 なぜ自分自身の偏見（バイアス）
を分析することが大切なのか？

 どんな言語スキルが必要か？

 様々なバイカルチュラル、バイリ
ンガルの状況で無理なく自然で
いられることがなぜ大切なの
か？

 ろう通訳者の実践にとってどの
分野がまず重要か？

第２章：基礎力、言語力、文化・コミュ
ニケーション能力
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基礎力
 あなたは、どういう時にASLまたはその他の手話に接す
るか？

 ろう者の様々な形のコミュニケーションに接したこれまで
の経験はどのようなものだったか？

 これらの経験は、ろう通訳者としてのあなたにどう影響し
たか？

 なぜ個人的に苦労した経験（状況の把握、通訳者、コミュ
ニケーション方法に関してなど）の分析は重要なのか？

 差別、抑圧という個人的な経験がろう通訳者としてのあ
なたにどう影響しているか、またはしうるか？

第２章：基礎力、言語力、文化・コミュ
ニケーション能力
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言語、文化的能力

 あなたのASLのスキルは？：どういうところがネイティブ、
またはネイティブらしいか？

 他にも流暢にできる手話があるか？

 ASLの語用論的および社会言語的な特性を自然に使え
るか？

 ASLのレジスター、ジャンル、バリエーションを広い範囲
にわたって巧みにかつ柔軟に通訳できるか？

 上記の領域で能力をどう伸ばすか？

第２章：基礎力、言語力、文化・コミュ
ニケーション能力
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言語、文化的能力

 付録にある、ASL、視覚的なジェ
スチャーコミュニケーション、ホー
ムサインの評価水準について読
む。

 ペアを組んで、生い立ちについて
話し合い、そこで自身や相手の言
語スキルを、評価水準を参考にし
て評価する。

 スキルの評価でわかったことにつ
いて話し合う。

第２章：基礎力、言語力、文化・コミュ
ニケーション能力
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通訳モデルの展開とろう通訳者への
適用

 ヘルパー

 案内人/機械

 言語ファシリテーター

 バイリンガル・バイカルチュラル
媒介者

 アライ（理解しあい、協働できる
人）

第３章：通訳モデルと通訳方法



@ 2015 Digital Edition  Deaf Interpreter Curriculum  National Consortium of Interpreter Education Centers

ろう通訳者が最も多く使う方法
は？

 同時通訳

 逐次通訳

様々な通訳プロセスのろう通訳
者への適用？

 通訳

 トランスリテレーション

 サイト（テキスト）トラン
スレーション

 ミラーリング（舞台通訳等
で行われる）

第３章：通訳モデルと通訳方法
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第４章： 言語、文化、抑圧とろう社
会

個人の経験：ろう通訳者の
効果性や実践に影響する

 差別

 抑圧

 コミュニケーションアクセス
の欠如

ろう通訳者は、通訳利用者の
経験に同調してしまいやすい
という過ちをどう調整できる
か？
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自己分析
 アドボカシー（理解し、権利を擁
護する）とはどういう事か？

 ろう通訳者はアドボカシーも仕
事に含めるか？

 あなたはろう通訳者になりたい
か？それともアドボケイトになり
たいか？

 あなたのろうコミュニティの中で
の役割はろう通訳者としての仕
事にどう影響しうるか？

第５章：ろう通訳者か、アドボケイト（代
弁者）か？


